
『共に支え合うまち函館を目指して』
～つながりが育む支え合い～

函館市地域包括支援センター亀田

常野剛永

令和5年度 函館市福祉のまちづくりフォーラム

～誰もが笑顔で暮らせる地域づくり～



地域ケア会議

北美原まちのつながりプロジェクト

きたみはら寺子屋 はこだて未来大学による体験学習



～ 取り組みのきっかけ，活動の概要

1，北美原町会 池亀会長
～ 町会の立場からお伝えしたいこと

2，市立亀田中学校 吉田校長先生
～ 地域でつなげるまちづくり・学校づくり

3，市立北美原小学校 迫田教頭先生
～ 地域と小学校とのつながり等

4，居宅介護支援事業所 花笑み 青木ケアマネジャー
～ 高齢者支援の視点から

5，公立はこだて未来大学 髙澤さん，森さん
～ 大学生視点の地域ボランティア参加

北美原まちのつながりプロジェクト



1，取り組みのきっかけ

包括（生活支援
コーディネーター）
・支え合い・助け合いの充
実・創出の仕組みづくり

・地域のネットワーク構築
・様々な機関へ日頃の活動や
地域への想い等を聴き取り

北美原小学校
・コミュニティ・スクール
『地域とともにある学校』
・保護者・地域との協力

第18方面民児協
・相談対応・連絡調整
・社会福祉の増進
・社会調査

PTA会長
にも！

学童保育所
・放課後の保育
・安全・安心に過ごせる場
・交流・学習の機会

ケアマネジャー
・地域と密着した運営
・地域の健康と福祉・社
会資源の開発

北美原町会
・住みよい地域づくり
・住民福祉の増進
・住民の親睦

地域ケア会議を活用して，まちづくりを話し合おう！



2，北美原地域ケア会議（仮称）の開催

・地域の関係機関が
つながりあってま
ちづくりを！

・各機関の活動共有
※初回は保健福祉部，
市民部職員も参加

①ネットワーク構築

・支え合いの大切さ，
介護予防の重要性，
集うことの効果な
どを共有

※講話は地域交流まち
づくりセンター長

③目的の明確化

・丁度，北美原町会創
立30周年！

・まちの歴史，特色や
現状について共有

※まちへの関心が高ま
り愛着が湧いた

②まちの情報共有

・まちの特徴について
意見交換

・まちの問題を『こう
なればいいな』の課
題に変換

※前向きな意見が満載

④課題への取り組み



2，北美原地域ケア会議（仮称）の開催

フリーマーケット！誰
でも集まるきっかけに

清掃活動に子どもも参
加？コミュニティ・ス
クールと協働！

大変な雪かきの支援が
新たな体制に？

『学び』をテーマと
した交流の場をつく
りたい！

なんでも出来る集ま
れるところがあれば
いいなぁ…

特技（将棋など）を教
える場があれば高齢者
が活躍できる！

人材バンク・サポー
ター登録などの仕組み
づくり

未来大学生や若い世代
と協働したい！

送迎があれば活動に参
加できる！
（デマンド型交通）

様々な意見を9つに整理。コロナ禍で集まれない期間に書面で意見交換。
『関心度』『容易性』『費用面』で点数をつけ，優先順位を共有。



2，北美原地域ケア会議（仮称）の開催

『学び』をテーマに集いの場を創ろう！

既存のまちの活
動ともコラボし

よう！

大学生や中学
生もメンバー
に誘おう！

元気なご高齢
の方に活躍し
てもらおう！

いろいろ不安
はあるけど…
先ずはやって
みよう！



3，北美原まちのつながりプロジェクト

・取り組みのネーミングを募集。
11個の案がノミネート。北美原
まちのつながりプロジェクト
に決定！

・未来大学や亀田中学校も声かけ。
プロジェクトメンバーに。

・具体的な活動の中身について
の意見交換に発展。

北美原地域ケア会議（仮称）

⇒プロジェクト会議

今の子は缶切りも知ら
ない。アナログに触れ
られると面白い？

今は勉強もタブ
レット。家から
持ち出し禁だが
どうする？

社協の多世代交流
支援事業の助成を
受けよう！

文教地区。元教員の
方が子ども達を教え
るよ！

体験学習ではネット
環境が必要だけど
Wi-Fiはどうする？

子ども達の見
守りや行事保
険にも入る？



1

【令和5年7月13日（木）】
最終の打ち合わせ。『サロン？学校？塾？』
全世代が分かりやすい活動名

きたみはら寺子屋と命名

【令和5年7月21日（金）】
モルックコーナーを担当する町会役員へ
包括支援センター保健師より伝達

3，きたみはら寺子屋の準備

当日の運営・審判は役員さん



自由研究の
テーマが決ま
らない子の相
談は大学生が
担当。

【令和５年８月５日（土）】
第１部：学習サポート。宿題コーナー、自由研究コーナーに分かれて活動！

ピタゴラ
スイッチ？
難しいところ
は町会役員が
サポート！

老人クラブの
大先輩が勉強
を教えます。
元校長先生！

ペーパークラ
フト。中学生
の先輩が見守
り，できるだ
け自分で！

4，きたみはら寺子屋の開校！



将棋の対局は
小学生と大学
生。人生の大
先輩がアドバ
イス…してい
いのかな？

モルック！
大人vs中学生
vs小学生！
審判はもちろ
ん町会役員！

けん玉、ヨー
ヨー，輪投げ
やルービック
キューブなど
の昔の遊びを
体験！

全員参加で魚
へんの漢字ビ
ンゴ。ひらが
なもＯＫ！
司会は町会長。

第２部：モルック体験、昔の遊び体験。最後はみんなで漢字ビンゴ！

4，きたみはら寺子屋の開校！



自宅から町会
館までゴミや
落ち葉を拾っ
て集合！
…寒かった…

【令和５年11月11日（土）】
第１部：町内清掃 第2部：体験学習

VRゴーグル
をつけて仮想
空間を体感！

大学生が取り
組んでいる研
究を分かりや
すく説明。

現実にはない
モノを掴み，
別の場所に移
動させる？？

5，町内清掃活動＆はこだて未来大学による体験学習



ディスプレイ
はPTA会長が
用意してくれ
ました！

中学生や大人
がサポート。
スライムを
作ったよ！

低学年の子は
化学体験コー
ナー。山の頂
上から溶岩が
モクモク…。

参加者全員で
抽選会！
好きなお菓子
をお土産に。

5，町内清掃活動＆はこだて未来大学による体験学習

第１部：町内清掃 第2部：体験学習



令和５年度 函館市福祉のまちづくりフォーラム
～誰もが笑顔で暮らせる地域づくり～

『共に支え合うまち函館を目指して』
～つながりが育む支え合い～

町会の立場からお伝えしたいこと

北美原町会長 池亀睦子



北美原会について

・南北に縦長のまち

・戸建てが多く、静閑なまち

・公園や中野川周辺など、自然が

いっぱい

・渡島総合振興局と函館運転免許

試験場の間くらいに位置します

・町会館は町のほぼ中央に
1丁目

2丁目

3丁目



北美原町会について

・令和２年に創立３０周年を

迎える

・函館で１２４番目の町会

・『明るく住みよい街づくり』

がスローガン

・３,６２８人（１,７４７世帯）

・町会加入率は６０.３%



北美原町会について

夏祭り

健康教室

町会館での活動

・囲碁サークル

・将棋サークル

・カラオケサークル

・押し花教室

・ヨガ教室

・パッチワーク

・日本舞踊 など



高齢化の推移

出典：函館市住民基本台帳人口

高齢化のペースが急激・・・でも



高齢者の年齢と要支援・要介護認定率

出典：令和6年1月函館市住民基本台帳人口
令和5年9月函館市町別要支援・要介護認定者数

函館市 北美原

若くて元気な高齢者が多い



北美原まちのつながりプロジェクト会議より

【 よいところ 】

・若くて元気な高齢者が多い。高齢で
も役割があれば地域で活躍できる
人はいるのでは？
・近郊に小中大学校があり文教地区
・良い意味で色んな方がいる『寄せ集
めのまち』 ⇒古いシガラミなく斬新
な取り組みもできそう！

【 足りないところ 】

・急激に、高齢化が進むため介護予防
の意識が重要
・若い世代は通勤、通学で日中まちに
いない。住むまちに関心や愛着があ
るの？
・高齢世代の交流は盛ん。でも子育て
世代や若い世代の交流が少ない・・・



北美原まちのつながりプロジェクト会議

企 画
↓

活動実践
↓

評価・企画
↓

活動実践
↓

情報共有・意見交換 何度も会議や懇談



令和５年８月５日（土）

きたみはら寺子屋

モルック運営を伝達 役員が進行と審判



勉強＆自由研究をサポート

令和５年８月５日（土）

きたみはら寺子屋



令和５年１１月１１日（土）

町内清掃＆はこだて未来大学による体験学習

ゴミを拾って町会館へ 仮想空間などを体験



化学体験＆抽選会

令和５年１１月１１日（土）

町内清掃＆はこだて未来大学による体験学習



これからの北美原町会の取り組み

・少子高齢化の時代、町会だけで

地域を支えることは難しい！

・さまざまな関係機関と協働して

まちづくりを！

・世代を超えて、分野の垣根を越

えてのつながりが重要！



函館市立亀田中学校

コミュニティースクール

実践のご紹介





令和２年 さて、何から始めよう？

「つなげてみた」※御用聞き

少しずつ カタチにしていった



歩く速さで 点から線へ

１ まずは近隣の学校どうしで

そしたら、北美原地区のケア会議を見つけた！

２ お向かいの地域包括支援センター亀田に行く

そしたら、所長さんと課題を共有できた！

３ さらに、町会や児童館、亀田交流プラザにも

そしたら、カタチになりだし、広がりはじめた。



令和５年８月＆１１月

各関係機関の打ち合わせ
会議を経て･･･



地域 Win Win
＊生徒のボランティア的ニーズ

全国学力調査から

「困っている人がいたら助けたいか？」

↓

全国平均を上回る「気持ち」がある！



町会 Win Win
＊生徒のボランティアニーズ

全国学力調査から

「地域の行事に参加しているか？」

↓

全国平均を下回る･･･機会が少ない？



花かいどうボランティア R5.6 での賑わい



町会 Win Win

＊お客さんではなく、スタッフとして･･･

＊活動の記録も保証して･･･

＊主催側が主体となる管理で･･･

→ NEXT 亀プラ「ボラ活」の例･･･



教師の引率なし 参加記録をメールでやりとり





持続可能なつながり
・「つなぐ役割」の大切さ。

・「引率」の問題（学校の働き方改革）

＝責任の所在・勤務の関係

・定期的活動を急がず。（義務・動員）

・まずは、参加数にこだわらず。

・「御用聞き」ネットワークの確保。 など



校長の野望！？

亀田中 敷地の公園化

花木の手入れ

フットパス

ランニングコース

ビオトープ

バードテーブル 等



コロナ後間もない活動は、まだ緒に着
いたばかりです。あせらず、できる範囲
で、伝え合いながら進めています。

そして、相互の垣根が低くなり、広
がっていくことを願っています。
･･･以上、亀田中学校からの報告でした。

ご清聴ありがとうございました。

2024.3.19 亀田中学校長 吉田 敬三



１ 地域と町会とのつながりの現状について

２ 包括支援センターとのつながりや活動周知の

取組について

３ 今後の地域との連携・協働について



◆地域教材に関する学習

１ 町会長さんへ

町会の役割を聞こう

２ 町会長さんへ町会へ

の質問コーナー

１ 地域と町会とのつながりの現状について



・遊びに行く所だと思ったけど，地域のため

にたくさんのことをやっているんだ。

・いつも学校の横断歩道の前であいさつして

くれてありがとう。

・町会の仕事は，まちの役に立つことが多い

ことがわかった。

１ 地域と町会とのつながりの現状について



１ きたみはら寺子屋

・中学生との交流

２ きたみはら町内清掃

未来大学による体験

・ＩＣＴ機器との遭遇

２ 包括支援センターとのつながりや活動周知の取組について



・交通安全見守り運動

・はこだて街道の花いっぱい運動

・町内クリーン作戦

・町内文化祭

・雪中運動会

・新１年生をお祝いする会

２ 包括支援センターとのつながりや活動周知の取組について



・卒業生の人たちに教えてもらってうれしかった。

・ちょっと難しかったけどいろいろな機械が触れて

楽しかった。

・自分の住んでいるまちをきれいにできてよかった。

・寒かったけど，運動会は楽しかった。

２ 包括支援センターとのつながりや活動周知の取組について



◆学校運営協議会が核となり，連携

・学校→町会

月１回発行の学校通信配布時に意見交換

・町会→学校

安心・安全メールの活用した町会連絡

２ 包括支援センターとのつながりや活動周知の取組について



１ 大がかりなものでなく，できることから

進めていく取組

２ 学校の教育活動と地域の活動のニーズを

生かした取組

３ 現在の取組の更なる充実

３ 今後の地域との連携・協働について



函館市
福祉のまちづくりフォーラム
誰もが笑顔で暮らせる地域づくり

北美原まちのつながりプロジェクト

～ 高齢者支援の視点から ～

居宅介護支援事業所 花笑み

青木 美香



ケアマネジャーの仕事をご存じですか？

利用者様やご家族からの相談 ケアプランの作成

利用者様とサービス事業者との調整役

利用者様の自立支援という目的にともづいた活動として

高齢者が活躍できる地域活動への参加促し

地域に求めている活動がなければ活動を開発



北美原プロジェクト 地域ケア会議

地域の良い点
・子供が多い
・小学校 近くに中学校や大学がある
・前期高齢者 元気な方が多い

地域の課題
・通勤通学で日中不在がちな家が多い
・車を手放すと買い物が大変
・多世代が関わる機会が少ない

将棋なら教えられるし
人気もあるね

今どきの学校は
紙の宿題は少ないですって？
タブレット？

昔の遊びは喜ぶ
んじゃない？



・メンバーみんなで、真剣に意見が交わされた

・中でも、印象に残った点→北美原町会長さんと町会役員さん

との意見交換は「あ・うん」の呼吸

北美原町会役員さん間の関係性がとてもよかった点が

実は、この地域の一番 恵まれている点

北美原プロジェクト 地域ケア会議の感想



R5年8月 きたみはら寺子屋

木工作品などの自由研究 モルック



R5年11月 清掃活動＆体験学習

化学体験コーナーＶＲ・ＭＲ体験学習



モルックを知っていますか？

モルックのルール
・モルックを三角形に並べられたスキットに向かって放り投げる
・スキットの数字を合計していき、５０点になったチームが勝ち

※５０点を超えたらダメ

モルックに使う道具
モルック→円柱形の木製のもの
スキット→円柱を斜めに削って数字がついたもの



帰り際の素敵な場面の紹介

玄関で、町内会の方が小学生に
「また遊ぼうね」と声をかけ、小学
生も「うん、バイバイ。またねー」
と手を振りあっていた場面がとて
も印象的

多世代のつながり大人も
子供も超えた心の交流



活動参加者みんなの笑顔

地域のつながりプロジェクトの有効性の証明

ケアマネとしての反省点

高齢者の参加をつなげてあげたらよかったと感じた

次回への課題



介護保険を利用している方は

「介護のお世話になっている支えられる側の人？」

・高齢者にとって、「生きがい」や「楽しみ」になり、
意欲的な生活に繋がる

・子供たちや若い世代にとって、学びになることが多くある

地域や多世代との交流

支えられる人でもあり支える人でもある



大学生視点の
地域ボランティア参加

公立はこだて未来大学 森，髙澤



1 活動に参加したきっかけ・感想

2

目次

今後の野望



活動に参加したきっかけ（もり）

自分の住んでいる町で

行われていたから

勉強を教えるのが

好きだから



活動に参加した感想（もり）

子どもたちだけでなく

年上の方ともお話しできた！

自分の町が

頑張っていることを知れた

ボランティア楽しい！

髙澤さんと未来大

についても話せた



• せっかく函館に居るし、もっと地域の人と関わりたい！

⚬ 地域と学生の架け橋となる活動に取り組んでいる

• 地域と関わる機会が、コロナ明け、ほとんどなかった...

→そんな中、学内一斉メールにて、ボランティア参加募集の連絡が！！

活動に参加したきっかけ（たかざわ）

ISARIBI with
学生団体



• 「大学で何してるんだろう...」という声をよく耳にする

⚬ 学生にとって...

自分の学びを子供たちや地域の方に説明することは勉強になる！

地域や社会のニーズについて知ることができる！

⚬ 地域の方々にとって...

新しい技術に触れてもらうことで、興味を広げられる！

• 子どもたちのパワフルさに元気をもらえた！！

• 「今日こういうことがあってさ～...」と話せる場が街にあると素敵だな～🌟

活動に参加した感想（たかざわ）



今後の野望

未来大学も、地域に根ざす大学として様々な

取り組みを行っています。

今後、ボランティア等を含め、学生が活躍できる

機会があれば、是非お話を聞かせてください🌟



私たちのルール

・手間を省く！依頼文なし！全てメールで共有！

・プロジェクトファイルを有効活用！
（会議に持参。各機関の担当者変更の際は引継ぎ）

・1つの機関、1人のヒトに負担が偏らないように！

・自分たちも楽しめる取り組みを！

北美原まちのつながりプロジェクト



フリーマーケッ
ト！誰でも集ま
るきっかけに

清掃活動に子ど
もも参加？コ
ミュニティ・ス
クールと協働！

大変な雪かきの
支援が新たな体
制に？

『学び』をテー
マとした交流の
場をつくりた
い！

なんでも出来る
集まれるところ
があればいい
なぁ…

特技（将棋等）
を教える場があ
れば高齢者が活
躍できる！

人材バンク・サ
ポーター登録の
仕組みづくり

未来大学生や若
い世代と協働し
たい！

送迎があれば参
加できる！（デ
マンド型交通）

～ずっと住みたいまち北美原～

プロジェクトのこれから

メンバーで話し合ったまちの
課題に着目して，これからも
活動を展開していきます！

もっといろいろな機関や
ヒトとつながりたい。



地域包括支援センターよりご案内

地域包括支援センターは日頃から様々な機関や地域の
資源とつながる活動もしています！

『〇〇〇とつながって，一緒に取り組みたい』

『地域で活動したいけど，私たちだけでは…』

お住まいの圏域の地域包括支援センターへ
気軽にご連絡ください。きっとお役に立て
ることがあると思います！


